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ねらい

治療法の有用性を判断するには統計学の知識が必要不可欠である。医療研究の計画やデータ解析を行う手段として

統計解析が大きな役割を果たす。本講義では、数理統計学の現代的な数学的理論を学習した後に、医学分野で利用の多い

ロジスティック回帰分析の仕組みを学び、統計パッケージについて概観する。文献などで医療統計学の実際を学ぶ。

学修目標

１． 数理統計学の基礎を十分に理解する。　（V-1, V-4)

２． 統計モデルの考え方を理解する。（V-1, V-4)

３． 多変量解析の手法について理解する。（V-1, V-4)

４． 医療統計の文献が読めるようになる。（V-1, V-4)

事前事後学習の方法

１． 配布資料と参考書の説明文を読んで予習する。

２． 練習問題を解いて復習する。

成績評価方法・基準

医療統計学は講義中に行われる演習とレポートにより総合的に評価する。

○ 教　科　書

東京大学教養学部統計学教室編「統計学入門」1991年 東京大学出版会

○ 参　考　書

久保川達也　著「現代数理統計学の基礎」 2017年 共立出版

東京大学教養学部統計学教室 編「自然科学の統計学」 1992年 東京大学出版会

医療統計学

担当責任者　准教授 （数学概論）　鳥巣　伊知郎

【Medical Statistics】
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学修目標

１． 論理的に思考できる。(Ⅰ-4, Ⅴ-1, Ⅴ-2, Ⅴ-5)

２． 批判的に思考できる。(Ⅰ-4, Ⅴ-1, Ⅴ-2, Ⅴ-5)

３． 証拠を重視した客観的・多面的思考ができる。(Ⅰ-4, Ⅴ-1, Ⅴ-2, Ⅴ-5)

４． 課題を発見し、主体的に探求できる。(Ⅰ-4, Ⅴ-1, Ⅴ-2, Ⅴ-5)

５． 事実の明確化、情報の分析・評価、妥当な推論、問題解決を行うことができる。(Ⅰ-4, Ⅴ-1, Ⅴ-2, Ⅴ-5)

事前事後学習の方法

毎回の配布プリント、レポート課題をもとにして、講義の内容をよく復習すること。これが次回の予習につながる。

成績評価方法・基準

出席、態度、レポート等を総合して判断する。60点以上を合格とする。

自分の頭で考える訓練をしていく予定。

○ 教　科　書

プリント

○ 参　考　書

　　 講義：２２０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.11.7 金 3･4 要素還元主義と普遍的構造　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

門野　敏彦（医科物理学）

11.12 水 3･4 人類と文明・宇宙　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

吉田　二美（医科物理学）

11.14 金 3･4 化学から見た医学　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

小林　英幸（学外）

11.17 月 3･4 哲学から見た医学　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

樫本　直樹（哲学概論）

11.19 水 3･4 演劇から紐解く病と社会　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

村松　圭司（公衆衛生学)

11.28 金 3･4 生物学と医学　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

未定

12.19 金 3･4 産業医大白熱教室　小レポート提出 RE 01
01
02

01,02
01,02

長田　良雄
　（免疫学・寄生虫学）

課題解決能力の向上を目的とする。

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者

論理的思考力や批判的思考力、証拠を重視した客観的・多面的思考、主体的探究、ジェネリックスキルの育成を行い、

自然科学思想史
【History of Natural Scientific Thought】

担当責任者　教授 （医科物理学）　門野　敏彦

　現代医学の発展は、偉大な先人の発見や研究・観察の積み重ねである。「自然科学思想史」では、先哲を顕彰するとともに、

新発見や研究・観察を行う上での論理的思考や批判的思考過程を共有し、これから医師となる学生の内省・熟慮を基盤とする、
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